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教育目標

学校の概要 学校行事 

電話番号
校 長 名
Ｕ Ｒ Ｌ

〒530-0025　北区扇町2－7－24
06-6363-0192
石原　至朗

【教育目標】
　『豊かな心を持ち、自ら考え、正しく判断できる子どもを育てる』
【めざす子ども像】
　よく考える子　やさしい子　元気な子

【安全・安心な教育の推進】
○小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思
いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を８０％以上にする。
○年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。
○年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。
○令和４年度の小学校学力経年調査における「学校のきまり・規則をまもっていますか」
の項目について最も肯定的な「当てはまる」と答える児童の割合を６０％以上にする。
○令和４年度の小学校学力経年調査における「学校に来るのが楽しいですか」の項
目について最も肯定的な「当てはまる」と答える児童の割合を６０％以上にする。
○令和４年度の校内調査における「学校や学級をよりよくするために、自ら考えて行動す
ることができましたか」の項目について、肯定的に答える児童の割合を７５％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自
分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定
的な「思う」と回答する児童の割合を４５％以上にする。

○小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一
母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。

○小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、
肯定的に回答する児童の割合を８０％以上にする。

○小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは
好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を６０％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
○令和４年度における校内調査で、週に３回以上学習者用端末を活用した学習を
行った割合を８５％以上にする。

○「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基
準２を満たす教員の割合を７５％以上とする。

　【※詳細は学校ホームページをご覧ください】

学校運営に関する計画

沿　革

平成16年14月
平成16年16月
平成19年13月

4月
4月

平成16年19月
平成21年17月
平成23年14月
平成26年15月

平成16年11月
平成28年12月

平成31年12月
令和 ３年13月

大阪市立済美小学校と大阪市立北天満小学校が統合して開校
開校記念式典
相談室を難聴教室に改修
大阪市立大阪北小学校との統合
統合記念式典
統合記念モニュメント除幕式
大阪府学校給食優良校表彰
文部科学省「栄養教諭を中核とした食育推進事業」研究校指定
文部科学省「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」
研究校指定
創立10周年記念式典
文部科学省「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」
大阪市道徳教育推進委員会研究指定校
新校舎増築工事開始
新校舎「東校舎」完成

4月

5月
6月

7月

8月
9月
10月

11月

12月

1月

2月

3月

入学式　始業式　集団下校　1年生の入学を祝う会
避難訓練（火災）　学習参観　学級懇談会
ＰＴＡ総会　春の遠足（1～4年）
交通安全教室　家庭訪問
日曜参観　プール開き　新体力テスト
自然体験学習〔淡輪〕（5～6年）
フリーフェスティバル　期末個人懇談会
地域子ども会　終業式　集団下校
始業式　防災訓練
学習参観（学校選択制説明会）
修学旅行〔広島〕（6年）　秋の遠足（1～5年）
就学時健康診断　運動会
クリーンアップおおさか〔扇町公園〕
スポーツ交歓会〔長居〕（6年）
土曜参観　音楽会
地域子ども会　集団下校
期末個人懇談会　終業式
始業式　お正月集会
卒業遠足
入学説明会　学習参観　学級懇談会
クラブ紹介　扇町マラソン大会
６年生を送る会　卒業茶話会
地域子ども会　集団下校　卒業式　修了式

　本校は、済美小学校と北天満小
学校との統合により、平成16年4月
1日に開校。平成19年4月1日に大
阪北小学校と統合。北区梅田の大
都会の中に位置し、2回の統合で、
地域は、済美・北天満・曽根崎・北
野・堂島・中之島・梅田東の７連合と
なりました。

　本校は、目指す子ども像を「よく考える子」（知）、「やさしい子」（徳）、
「元気な子」（体）として、知・徳・体のバランスのとれた子どもの育成を目
指しています。子どもにとって将来の自立に必要な『生きる力』を育むた
めに、全教職員が心を一つにして、日々の実践に励んでいます。

　校歌のメロディは、校歌にはめずらしい８分の６拍子で、リズムのよい
歌い易い曲の流れです。本校に関わる全ての人たちの「心」と「力」を結
集して、扇町小学校を創り上げていきたい、という熱い思い。その夢や
希望は単に学校にとどまらず、「世界にむかって」「未来にむかって」発信
するという広大な理想。そして、その根底を固く貫く「共（に）生（きる）」の
意志。それらが分かりやすく、心に響く言葉で表現されています。

　学校の東には扇町公園が広がり、
北には大きな病院、南には天満中学
校が隣接しています。ＪＲ・各私鉄・地
下鉄などの交通の便もよいところで
す。地域の方々の学校への関心も高
く、常に協力的な支援で、学校を支
えてくださっています。

　校章には、複数の扇が重なった様子が表さ
れています。
　中央の星はかつての扇町中学校の校章か
ら頂いた希望の星。
　全体の緑色は、大都会梅田の中でも緑多い
この地、扇町の色です。

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e511017

■結果の概要・取組の成果と課題
・本校児童の平均正答率は、国語科において＋８．３ポイント、算数科において＋４．８
ポイント、全国の平均正答率を上回った。
■これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題
・本校では、学校全体の指導規準の共通理解をはかり、授業における学習規律『扇町スタン
ダード』を徹底している。習熟度別学習や自主学習、学習者用端末の活用をすすめ、それぞ
れの習熟度や課題に応じた学習を進めることで、できる子には自分の関心に応じた学習
を、苦手な子には基礎基本の定着を図り、学力の底上げをしていく。また、校内研修を活発
に行い、教員一人一人の授業力の向上にも努めている。今後も、更なる教員の授業力の向
上を目指し、校内研修の充実をはかっていく。
・「自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表していたと思う」や「学級の友達との間で話し合
う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思う」
と答える児童の割合が、全国平均よりも高く、「思考力・判断力・表現力」の育成を
意識した、日々の学習の積み重ねが学力の向上につながっている。今後も思考
ツール等を活用し、児童が考えを整理しやすくするなどの手立てを講じ、考えを深
め、できる喜びを感じられる授業を展開していく。
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日曜参観 自然体験学習

フリーフェスティバル

修学旅行 音楽会

扇町マラソン 6年生を送る会

運動会

73 75

国語 算数

平均正答率（％）

標準服

※令和4年度予定

大阪市立扇町小学校 検 索

令和3年度全国学力・学習状況調査の結果

令和3年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

■結果の概要
・体力合計点は、男女ともに全国平均、大阪市平均を上回ることができた。女子は、全国平均
を3.86ポイント、大阪市平均を5.69ポイントと大きく上回ることができた。
・男子は、大阪市平均を2.65ポイント、全国平均を0.92ポイント上回ることができた。男
女ともに、上体起こし、20ｍシャトルランが平均値を大きく上回ることができている。
また、50ｍ走については、男女ともに全国平均を上回ることができていなかった。
・運動習慣等調査では、男子は運動をすることが好きだと肯定的に答えている児童が多い
が、女子は肯定的に答えている児童は全国に比べると少ない。また、１週間の総運動時間
については、男女ともに全国平均、大阪市平均より少ない。1週間の総運動時間が60分未満
の児童は、男子7％女子29％となっているが、女子の体力合計点は高くなっている。

■これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題
・本校では、令和２年度まで続いた増築工事も終わり運動場が全面的に使えるようになった。ま
た、東校舎の１階にピロティが新しくでき、体育科の学習で使用したり、休み時間に遊んだりす
ることができるようになった。また、令和３年度から研究教科が体育科ということもあり、用具
を準備してピロティの有効な活用法についても考えている。感染症の流行もあり、運動にもさま
ざまな制限があった中、児童の体力の低下を最小限に抑えられたと考える。
・「運動やスポーツをすることは好きですか」の質問で、女子の肯定的な回答が少ないので
体育科の学習を通して、運動をすることの楽しさや喜びを伝えられるようにしていく。
・体育科の授業の中でコミュニケーション場面を増やし、伝え合う力を高めていくことで、
友だちと一緒に運動することの楽しさを感じられるような授業づくりを目指していく。

夏服 冬服
半袖ポロシャツ（白色）
半ズボン（グレー）

半袖ポロシャツ（白色）
スカート（グレー）

ジャケット（紺色）
半ズボン（グレー）
長袖ポロシャツ（白色）

ジャケット（紺色）
スカート（グレー）
長袖ポロシャツ（白色）
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